
末
が
原
因
で
は
な
く
、
地
震
が
起

き
た
際
に
使
用
し
て
い
る
暖
房
器

具
が
転
倒
す
る
こ
と
な
ど
で
火
災

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
は
停
電
が
予
想

さ
れ
、
電
力
が
復
旧
し
た
と
き
に

通
電
部
分
に
可
燃
物
が
触
れ
て
い

た
り
、
電
線
が
シ
ョ
ー
ト
し
た
と

き
に
近
く
に
あ
る
ホ
コ
リ
に
引
火

す
る
と
、通
電
火
災
が
発
生
し
ま
す
。

　

地
震
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
消

火
器
の
設
置
や
火
の
元
の
確
認
、

避
難
時
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

す
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
月
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
次

第
に
緩
み
始
め
る
月
で
す
。
冬
型

の
気
圧
配
置
が
緩
む
と
、
日
本
海

側
で
発
達
し
た
低
気
圧
が
原
因
で
、

南
寄
り
の
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

立
春
か
ら
春
分
ま
で
の
間
に
日

本
海
で
低
気
圧
が
発
達
し
て
、
初

　

冬
の
災
害
は
、
寒
さ
の
対
応
で

避
難
が
遅
れ
た
り
、
火
災
の
原
因

と
な
る
火
を
扱
う
機
会
が
増
え
る

こ
と
か
ら
、
一
年
で
最
も
被
害
が

大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
の
防
災
対
策
で
は
、
「
寒
さ
対

策
」
と
「
火
災
を
防
ぐ
」
こ
と
が

大
切
で
す
。

○
寒
さ
対
策

　

冬
の
災
害
時
は
、
避
難
生
活
が

長
期
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
、
寒

さ
対
策
が
必
要
で
す
。
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
や
手
袋
、
マ
フ
ラ
ー
な
ど
、

日
常
生
活
で
使
っ
て
い
る
防
寒
具

を
多
め
に
用
意
し
て
お
く
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

食
事
に
つ
い
て
も
、
体
が
温
ま

る
も
の
を
考
え
る
と
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
の
用
意

が
必
要
で
す
。

○
火
災
を
防
ぐ

　

冬
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

空
気
の
乾
燥
や
強
風
に
よ
り
、
広

範
囲
へ
の
延
焼
拡
大
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
日
常
の
火
の
不
始

冬
の
強
風
に
ご
注
意
を

め
て
南
寄
り
の
強
い
風
が
吹
く
こ

と
を
「
春
一
番
」
と
い
い
、
災
害

に
注
意
、
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

市
の
気
象
情
報
発
表
基
準
（
風

の
場
合
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
気
象

情
報
な
ど
は
、
常
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係

　
　
　

（
窓
口
⑩
）☎
36
４
１
４
５

強風注意報
平均風速が、陸上で 12ｍ/ｓ

　　　　　　海上で 15ｍ/ｓ

風速 10ｍ/ｓ以上になると、

風に向かって歩くのが困難に

なります。

名称 発表条件 特徴

暴風警報
平均風速が、陸上で 20ｍ/ｓ

　　　　　　海上で 25ｍ/ｓ

風速 20ｍ/ｓ以上になると、

しっかり体勢を確保しないと

転倒するおそれがあります。

★
下
田
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ

　

最
近
の
活
動
の
も
よ
う
★

★
今
後
の
活
動
★

　

県
内
放
送
局
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
テ
レ
シ
ー
ズ
」
と
、

県
内
35
市
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ

Ｍ
、「
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
、
ハ
イ
！

し
ー
ず
」
が
年
始
か
ら
放
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ぺ
る
り
ん
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
全
33
通
り
の
Ｃ
Ｍ
が
、
３

月
末
ま
で
県
内
で
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

県
内
の
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

達
の
特
徴
や
、
各
地
の
特
産
品
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

２
月
12
日
（
月
・
祝
）
に
は
愛

知
県
犬
山
市
で
『
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
初

開
催
さ
れ
、
ぺ
る
り
ん
も
参
加
予

定
で
す
。

　

ご
当
地
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
in
犬
山

は
、
全
国
初
と
な
る
「
博
物
館
を

会
場
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
お

祭
り
」
で
す
。
犬
山
市
に
あ
る
野

外
民
族
博
物
館
を
舞
台
に
、「
日
帰

り
で
き
る
世
界
旅
行
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
今
や
日
本
の
一
大
文
化

と
な
っ
た
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
」
が
約
１
０
０
体
集
結
し
ま
す
。

　

世
界
各
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
建

物
と
共
に
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な

世
界
を
皆
さ
ま
に
提
供
し
ま
す
。

　

昨
年
末
、
伊
豆
急
行
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
い
ず
き
ゅ

ん
』
が
誕
生
し
、
ぺ
る
り
ん
も
早

速
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

垣
根
を
越
え
て
横
に
連
携
し
や

す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
文
化
を
上
手

に
活
か
し
、
い
つ
か
は
観
光
の
目

玉
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
を
伊
豆
地
域
で
も
開
催
で
き
れ

ば
と
思
い
、
そ
の
一
翼
を
担
え
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
１
８
１

間
、
試
行
的
に
帰
り
の
バ
ス
発
車

時
刻
を
30
分
ず
ら
し
、
13
時
35
分

に
病
院
発
と
し
ま
す
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
各
バ
ス
停
到
着

予
定
時
刻
は
左
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
行
き
の
バ
ス
の
運
行
時

刻
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
土
日
祝

日
は
運
休
で
す
。

問
合
せ
先

南
伊
豆
東
海
バ
ス
☎
㉒
２
５
１
４

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

　
　
　

（
窓
口
⑤
）☎
㉒
２
２
１
７

下賀茂

日野（旧竹麻小学校）

金原車庫

吉佐美

下田駅①番線

柿崎

上の山

外浦口

白浜神社

長田

板戸浜

縄地

河津駅①番線

涅槃堂

湯ケ野

梨本

河津七滝ループ橋

出口

順天堂大学静岡病院

時刻

6：00

6：05

6：08

6：10

6：20

6：23

6：23

6：24

6：29

6：30

6：32

6：36

6：45

6：49

6：55

6：57

6：59

7：36

8：00

時刻

13：35

13：59

14：36

14：38

14：40

14：46

14：50

14：59

15：03

15：05

15：06

15：11

15：12

15：12

15：15

15：25

15：27

15：30

15：35

順天堂大学静岡病院

出口

河津七滝ループ橋

梨本

湯ケ野

涅槃堂

河津駅①番線

縄地

板戸浜

長田

白浜神社

外浦口

上の山

柿崎

下田駅①番線

吉佐美

金原車庫

日野（旧竹麻小学校）

下賀茂

　

順
天
堂
大
学
静
岡
病
院
直
行
バ

ス
は
、
通
院
や
見
舞
客
の
交
通
の

利
便
性
を
図
る
た
め
、
南
伊
豆
東

海
バ
ス
、
順
天
堂
大
学
静
岡
病
院
、

南
伊
豆
町
、
河
津
町
、
東
伊
豆
町
、

下
田
市
で
協
議
し
、
平
成
13
年
か

ら
運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
直
行

バ
ス
は
、
南
伊
豆
町
下
賀
茂
を
発

車
し
、
病
院
ま
で
乗
り
換
え
な
し

で
往
復
す
る
バ
ス
で
す
。

　

病
院
で
の
診
察
・
会
計
等
に
よ

り
、
帰
り
の
バ
ス
に
乗
れ
な
い
な

ど
の
声
に
よ
り
、
４
月
か
ら
１
年

で
き
る
だ
け
少
人
数
の
献
血
者
に

よ
る
血
液
を
使
用
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者

の
安
全
の
た
め
に
、
採
血
基
準
を

満
た
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
４
０

０
mL
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の

命
を
守
る
た
め
、
献
血
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
献
血
が
で
き
る
方

・
献
血
す
る
方
の
安
全
と
、
そ
の

　

血
液
を
輸
血
す
る
方
の
安
全
を

　

守
る
た
め
、
16
～
69
歳
の
健
康

　

な
方
（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60

　

～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ

　

る
方
）

※

体
重
や
血
圧
等
の
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。

◎
献
血
が
で
き
な
い
方

・
体
調
不
良
、
服
薬
中
、
発
熱
な

　

ど
病
気
中
の
方

※

服
薬
中
で
あ
っ
て
も
、
場
合
に

　

よ
っ
て
献
血
が
可
能
な
薬
も
あ

　

り
ま
す
の
で
、
薬
剤
名
が
分
か

　

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科

　

治
療
を
し
た
方

・
一
定
期
間
内
に
予
防
接
種
を
受

　

け
た
方

・
６
か
月
以
内
に
ピ
ア
ス
の
穴
を

　

空
け
た
、
入
れ
墨
を
入
れ
た
方

・
心
臓
病
・
悪
性
腫
瘍
・
血
液
疾

　

患
・
ぜ
ん
そ
く
・
け
い
れ
ん
性

　

患
・
脳
卒
中
な
ど
特
定
の
病
に

　

か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

・
４
週
間
以
内
に
海
外
へ
行
っ
た
方

・
輸
血
歴
・
臓
器
移
植
歴
の
あ
る
方

・
エ
イ
ズ
、
肝
炎
な
ど
の
ウ
イ
ル

　

ス
保
有
者
、
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル

　

ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
方
、
又
は
そ

　

れ
と
疑
わ
れ
る
方

・
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
方
な
ど

　

輸
血
用
血
液
は
、
人
工
的
に
作

っ
た
り
、
長
期
保
存
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
治
療
で

輸
血
を
す
る
患
者
に
と
っ
て
は
定

期
的
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
に

よ
り
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
献
血
を

担
う
若
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

血
液
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
献
血
が
可
能
と
な
る

16
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
い
世
代

の
方
々
を
対
象
に
、も
っ
と
献
血
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

「
し
ず
お
か
１
６
２
９
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
は
、
４
０
０
mL
献
血
と
２

０
０
mL
献
血
、
成
分
献
血
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
が
必
要
と
し
て
い
る

血
液
製
剤
の
大
部
分
は
４
０
０
mL

献
血
と
成
分
献
血
か
ら
で
き
る
製

剤
で
す
。

　

血
液
型
が
同
じ
で
も
、
血
液
は

一
人
ひ
と
り
で
微
妙
に
違
い
ま
す
。

免
疫
反
応
に
よ
る
重
大
な
副
作
用

や
、
肝
炎
な
ど
の
輸
血
後
感
染
症

の
危
険
性
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

　
　
　

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

イ
チ
ロ
ク
ニ
ー
キ
ュ
ー

献献 血 血献 血 血献 血
かけがえのない命を守る

～若い方々のご協力をお願いします～

問合せ先　福祉事務所社会福祉係（窓口⑥）　☎㉒２２１６

順
天
堂
大
学
静
岡
病
院

　

直
行
バ
ス
の
帰
り
の

　
　

バ
ス
発
車
時
間
が
変
わ
り
ま
す

行き（下田方面 ▼順天堂病院） 帰り（順天堂病院 ▼下田方面）

バス停 バス停

冬
の
防
災
対
策

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

～
寒
い
冬
は
こ
れ
に
気
を
つ
け
て
～

- ９ - - ８ -広報しもだ　2018. ２月号 広報しもだ　2018. ２月号


